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社会全体で子どもをはぐくむ運動 実践交流会
主催 新潟県教育委員会 新潟県地域家庭教育推進協議会

１１月２５日（木）、長岡市中之島文化セ

ンター（マナビィプラザなかのしま）で、

「社会全体で子どもをはぐくむ運動」実践交

流会が開催されました。

県内各地で健やかな子どもの成長のために

日々活動されている方が約２００名参加し、

午前の基調講演や話題提供をもとに、午後は

互いの実践を語り合いました。その概要を紹

介します。

午後からは、第１分科会（放課後活動支

援）、第２分科会（学校教育活動支援）、第

３分科会（家庭教育支援）のテーマに分か

れ、生涯学習推進センターの職員をファシリ

テーターに、ワールドカフェ方式によるグ

ループワークを実施しました。

３０分毎にグ

ループのメンバー

を入れ替え、多く

の方との情報交

換・意見交換がで

き、今後の活動の

参考になる交流会

となりました。

参加者へのアンケートでは、とても成果が

あったとの回答が多く、学校・家庭・地域が

連携できるさらなる推進のきっかけとして、

有意義な交流会でした。

話題提供 「子どもをはぐくむ地域の連携」

上越市青少年育成センター 二見恵美子副

所長の話題提供では、上越市が「地域の子ど

もは地域で育てる」の方針のもと、２２の中

学校区すべてに立ち上げた「地域青少年育成

会議」の、それぞれの地域での取組が紹介さ

れました。また、学校教育課・生涯学習推進

課・青少年健全育成センターの横断的な「地

域教育力向上チーム」を組織し、各地域青少

年育成会議を支援するという取組も参考にな

りました。

基調講演

「地域や社会教育は子どもたちの教育にどう

貢献できるか」

青山学院大学 鈴木眞理（まこと）教授の

講演は、学校教育とは違う社会教育の特性や

あり方を改めて認識する内容でした。学校以

外でも人は学んでいるのであり、学校教育以

外の学びや社会教育の役割を認識した上で学

校教育との連携の必要性を豊富な事例を提示

しながら説く、大変示唆に富む講演でした。

鈴木眞理教授

活発なグループワーク



当センターでは生涯学習に関する相談を随

時受け付け、専門の相談員が回答をしており

ます。この度、相談コーナーに来室された方

（主に個人）と電話で相談された方（社会教

育団体や学校関係）を対象に、学習相談の効

果についてアンケートを行いました。

その結果、来室された方については、8割

以上の方から「役に立つ情報が得られた」と

いう回答をいただきました。（図１）

また、電話で講演会等の講師を紹介した方

からは、９割以上の方から「期待以上、また

は期待どおりの講師であった」という回答を

いただきました。（図２)

当センターでは、今回のアンケートを基

に、さらに充実した学習相談を進めてまいり

ます。学習の場や講演会の講師探しなど、ど

うぞお気軽にご相談をお寄せください。

（025-284-6119）

生涯学習相談をご利用ください

ビデオが危ない！

メディアのデジタル化が進む中、「所蔵の映

像をＤＶＤに保存したい」といった相談が最

近多くなってきました。

今、早急な保存が必要なのは、ビデオテープ

に記録された映像です。１６ミリフィルムや

８ミリフィルムは、かなり劣化・損傷したもの

でも復元することが可能ですが、ＶＨＳ・β・

８ミリビデオ・Ｕ－Ｍａｔｉｃなどの映像は

急速に劣化し、復元はほぼ不可能です。

再生できる機材も少なくなってきました。

各施設で記録として撮りためたものや貴重

な映像はデジタル化を急ぎましょう。整理棚

などにある古いビデオを再生してみてくださ

い。画質が落ちてきていたら赤信号。今は良く

ても、いつ、だめになるか分かりません！

不明な点は、県立生涯学習推進センターま

でお問合せください。（025-284-5525）

↑U-matic(左)と８ミリビデオ(右)

↓VHS(左）とβ(右)

◇貴重映像をデジタル化して保存◇

◇学習相談アンケートの結果より◇

役に立つ情報が得られたか

講師の満足度は

回答者４０名

回答者１１名

【図１】

【図２】



生涯学習推進センターからのお知らせ
◇お問い合わせ・お申し込みは県立生涯学習推進センターまで◇

推進センター映画劇場
１月２３日（日）

毎年恒例のチャップリンシリーズ

黄金狂時代
午後１時～午後２時４０分

２月１３日（日）

クラシックに彩られたディズニーの名作

ファンタジア
午後１時～午後３時

２月２７日（日）

少女と盲導犬の絆を描くドラマ

心をむすぶ愛のハーネス
午後１時～午後１時５５分

新潟市北区の見所を紹介

北区のお宝ものがたり
午後２時～午後２時２５分

いずれも 12時30分開場

会場は推進センターホール

申込み不要 先着186名

『勇生山こころの旅』～津軽三味線と「瞽女唄（ごぜうた）」の特別公演会～

今年度は生涯学習推進センターの特別公演として、糸魚川市能生在

住の小竹勇生山（ゆうざん）ファミリーをお招きし、ファミリー総出

演による津軽三味線と瞽女唄（ごぜうた）の公演を開催いたします。

勇生山さんは、津軽三味線の巨匠、故高橋竹山の芸を継承する演奏

家であると共に高田瞽女（ごぜ）であった故杉本シズ、故難波コトミ

から津軽三味線の源流である越後瞽女（ごぜ）の芸も継承した方です。

今回の公演は、津軽民謡名人、須藤雲栄氏に師事し瞽女唄も継承し

た妻、小竹栄子さん、そしてお二人の子どもである双子の高校生三味

線デュオ「みさミサ」を入れてのファミリー総出演です。

入場料は無料ですが、入場整理券が必要です。観覧をご希望の方は、

事前申込みをお願いいたします。（定員186名）

１ 日時 ３月５日（土）午後１時３０分～午後３時３０分（開場は午後１時）

２ 場所 県立生涯学習推進センター１Ｆホール（〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2）

３ 申込みは、往復ハガキに住所・観覧者の氏名（３名まで）をご記入の上、県立生涯学習推進セ

ンターまでお送りください。〆切は2月１８日（金）必着。詳しくは推進センターホームペー

ジまたはチラシでご確認ください。（http://www.lalanet.gr.jp/nlpc/）

ビデオ編集・ＤＶＤ作成研修
１ 講習内容

年間活動のまとめ等のビデオ作成や講義で

使うビデオ教材作成のために、ビデオ編集

ソフトを使ってＤＶＤ作品を作ります。

２ 会場

県立生涯学習推進センター コンピュータ室

３ 対象

新潟県・市町村教育委員会職員

生涯学習施設職員・各種ボランティア団体

（学校関係教職員も受講可能です）

４ 講習日時
１月２１日（金）２８日（金）
２月４日（金）１０日（木）１６日（水）

○いずれも午前９時３０分～午後４時３０
分。同じ内容の一日講習となります。

○「生涯学習にいがた１１月号」で土曜日開

催に関する記事がありましたが、検討の結
果、平日のみの開催となりました。

○詳細は推進センターホームページをご覧
ください。

小竹勇生山



新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」

http://www.lalanet.gr.jp/

http://www.lalanet.gr.jp/m（携帯版）

家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」

TEL：025-283-1150 FAX：025-284-6019

生涯学習相談・情報提供「ちょっとおしえてコール」

TEL：025-284-6119

Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp

新潟県立生涯学習推進センター

新潟市中央区女池南3-1-2

TEL：025-284-6110 FAX：025-284-6019

Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp URL：http://www.lalanet.gr.jp/

今年は卯年ですが、干支における卯は、草

木が地面を覆うような状態の「茂」（しげる）

を表し、そこから豊穣や長寿の意味を象徴し

ているようです。西洋でもウサギを多産や豊

穣の象徴としている国もあるようです。

また、日本では古来より月では兎が餅をつ

いていてその模様が月に写っているといわれ

てきました。この話は、仙人に供養する食べ物

を捜すことのできなかった兎が自分の身を投

じて仙人に布施し、その献身的な行いを讃え

られて月に昇ったという仏教説話からきてい

るようです。

さて、新年を迎え、誰もが今年１年良い年

であるように願ったことと思います。経済不

況下の中にあって、卯が豊穣の象徴を表して

いるように、経済はもちろんのこと、人の心も

もっと豊かになってほしいと願っています。

16㎜映写機を探しています
当センターでは、保管している16㎜フィ

ルムの活用のために映写機の保管と整備を

行っていますが、多くの16㎜映写機が製造

を終え、部品も手に入りにくい状況です。

そこでセンターでは、使わなくなった映写

機の回収・再利用を計画しています。

当センターの検定登録番号簿をもとに、対

象機種をお持ちの関係施設へご連絡をいたし

ますので、ご協力をお願いします。

さわやかメール

新潟県立青少年研修センター主催

家族でとびだせ！おもしろ体験ランド
第３回「楽しもう！家族みんなで冬を！」

日時 平成23年２月26日（土）～27日（日）

（１泊２日）

場所 新潟県立青少年研修センター

〒953-0012

新潟市西蒲区越前浜５５９７－１

内容 手作りクラフト、伝承的な冬の遊び、

キャンドルファイヤーなどに取り組み

ながら家族・親子間の絆を深めます。

定員 ６０名

対象 家族、親子

（子どもは小学生以上）

費用 １人2,680円（食事、

シーツクリーニング、

クラフト材料、保険等）

家族ごと100円（写真代）

締切 平成２３年２月４日（金）必着

申込書に必要事項を記入し、郵便、

FAXまたは電子メールで送付してく

ださい。申込書は、青少年研修センター

のホームページからダウンロードでき

ます。電話での申し込みも可能です。内

容の詳細については、電話にてご確認

ください。

問い合わせ 県立青少年研修センター

℡0256-77-2111


